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0114 — P.1

Diary SELF-MADE MATHEMATICS 解答用紙 — SOLUTION

NO.

0114 ガウス積分の極座標変換による導出とそのスケーリング
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とおく。I > 0 であり、
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ここで極座標 x = r cos θ, y = r sin θ（r ≥ 0, 0 ≤ θ < 2π）に変換すると、面積要素は dx dy = r dr dθであるから
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I > 0 より ∫ ∞

−∞
e−x2

dx =
√

π

続いて t =
√

a x と置換すると dx = dt√
a
であり、x → ±∞ のとき t → ±∞ だから
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検算: a = 1 のとき
√

π/1 =
√

π となり最初の結果と一致する。
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